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CASBEE-ウェルネス不動産先行評価認証
評価根拠を示す記入用紙(2026年度版)

・採点レベルに応じて提出する資料について、□を■に塗りつぶしてください。
・評価項目において評価する取組みがある場合は、選択した取組みNoやその他取組みの資料名をカッコ内に記入してください。
・認証審査の円滑化のため、根拠資料には資料No（評価項目名と各項目内の通し番号）を付けてください。
・提出する根拠資料は評価レベルにより異なる場合があります。評価レベルに合った資料を提出してください。
・根拠資料とする図面等の種類（意匠図、施工図、設備図、各種計算書、調査・測定報告書、仕様表、カタログ・写真など）に制約
はありません。諸申請に使用したものを流用することで差し支えございませんが、該当する説明部分が明確になるように表記してください。
※本用紙は、認証申請にあたり提出すべき評価根拠資料を列挙したものです。審査対象となる資料ではありません。
※「主たる評価ポイント」は参考情報として記載しております。詳しくは評価マニュアルを参照してください。

	評価項目
	根拠資料
	根拠資料No

	Qw1安全・安心

	1.防災対策

	1.1躯体の耐震性能
ｐ8

	1981年以降に竣工した建物であることが判る資料（レベル3）
建築基準法に定められた耐震性の割増率の根拠が判る構造計算書等（レベル4以上）
制震による損傷制御設計、免震装置を設置したことを説明する資料（レベル5）
耐震補強等の実績（Is値が0.6以上またはIf値が1.0以下）が判る資料（レベル3）

『参考』 主たる評価のポイント
・現行の建築基準法への適合、建築基準法に定められた耐震性に対する割増率
・制震による損傷制御設計、免震装置の導入
・耐震改修の有無、Ｉs値
	

	1.2設備の信頼性
ｐ9

	評価する取組みNo1～6のうち選択した取組みの基本的姿勢を説明する資料（No　　）
テナントも含めてビル全体のエネルギ自給率向上を図っている場合はそれを説明する資料

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの数
	


	1.3自然災害リスク対策
ｐ10

	有効期間内のCASBEE不動産認証の評価結果
自然災害リスク対策の一覧表（レベル2以上）
各リスクの有無が確認できる資料※ハザードマップの写し等（レベル2以上）
対策を講じている場合のその概要を説明する資料（レベル3以上）

『参考』 主たる評価のポイント
・災害マップ等から自然災害リスクの確認
・リスクに応じた防災対策の確認
	

	1.4 BCP（事業継続計画）の有無
ｐ13

	ビル側のBCPが評価マニュアルで求める4項目を含むことを説明する資料（レベル2以上）
ビル側BCPの入居組織への開示状況を説明する資料（レベル3以上）
ビル側が入居組織のBCPを把握し、相互連携の体制構築を説明する資料（レベル4以上）
ビルの被災状況を把握するシステムを説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・ビル側のBCPにおける「その他防災対策」の実施
・入居組織のBCP作成と相互連携体制の構築
・震災被災後のビルの被災状況を把握するシステムの導入
	

	
2.安全・安心対策

	2.1セキュリティ設備
ｐ14

	評価する取組みNo1～6のうち選択した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）
評価する取組みNo.7：その他（                                             ）
導入したビル独自の先端的なセキュリティ設備を説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
　・評価する取組みの数
	

	2.2バリアフリー法への対応
ｐ15

	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
竣工が2008年以降である、または2,000㎡未満である（レベル3）
建築物移動等円滑化基準の適合状況を説明する資料
（2,000㎡以上のレベル3、4、2,000㎡未満のレベル4、5）
建築物移動等円滑化誘導基準の適合状況を説明する資料（2,000㎡以上のレベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・延べ床面積2,000㎡以上と未満で基準が異なる
・建築物移動等円滑化基準、建築物移動等円滑化誘導基準の適合の程度
	

	2.3土壌汚染等対応
ｐ16

	有効期間内のCASBEE不動産認証の評価結果
対象外とする（根拠資料は不要）
自主調査または法定調査の結果により法に基づく措置したことを説明する資料（レベル4）
自主努力の無害化措置により法による区域指定を除外したことを説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・土壌汚染対策法への対応。要措置区域、形質変更時要届出区域の指定
・自主努力による無害化措置の実行

	

	Qw2健康性・快適性

	1.デザイン性

	1.1外観デザイン
ｐ17

	評価する取組みNo1～6のうち選択した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）
評価する取組みNo7その他（                                                ）

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの評価ポイントの合計値
	

	2.リフレッシュ

	2.1オフィスからの眺望、開放感
ｐ22

	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
代表的な事務室における天井高と、屋外が見える窓の状況を説明する資料（レベル3以上）
窓面からの景観がインセンティブになっていることを説明する資料（＋レベル1）
日射遮へい材の工夫を説明する資料（＋レベル1）

『参考』 主たる評価のポイント
・事務室の窓と平均天井高により評価
	

	2.2生物多様性の向上　①生物多様性に関する評価の実施、認証の取得
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	有効期間内のCASBEE不動産認証の評価結果
外来生物を回避する取組みを説明する資料（レベル2以上）
生物多様性評価の取組みを説明する資料（レベル4）
生物多様性評価に関する認証の取得等、高いレベルの取組みを説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
　・外来生物の回避、生物多様性評価の取組み
	

	2.2生物多様性の向上　②取組み表による評価
ｐ24

	有効期間内のCASBEE不動産認証の評価結果
外来生物を回避する取組みを説明する資料（レベル2以上）
保全すべき自然資源が無いと判断した場合（取組みNo1）の、その根拠を説明する資料
評価する取組みNo1の場合の、建設前の航空写真または住宅地図等
評価する取組みNo4の場合の、緑化計画図と緑化率の計算書
評価する取組みNo2,3,5のうち選択した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）

『参考』 主たる評価のポイント
　・外来生物の回避、評価する取組みの数
	

	2.3トイレの充足性・機能性
ｐ26

	設置した器具数と利用人数を示し、空気調和・衛生工学会規格のレベル設定を説明する資料
評価する取組みNo1～11のうち選択した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）
□評価する取組みNo1～7は設置割合を示した資料
多様な利用者を意識した取組みを具体的に説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・空気調和・衛生工学会規格「給排水衛生設備基準・同解説SHASE－S206-2009」個数
・評価する取組みの数、取組み内容の設置割合
	

	2.4リフレッシュスペース
ｐ28

	リフレッシュスペースの設置場所、機能(設計上)、アクセス性を説明する資料（レベル2以上）
自動販売機、ウォーターサーバーの設置の有無を示す資料（レベル3以上）
設置したリフレッシュスペースが快適であることを説明する資料（レベル4以上）
多様な休憩ニーズに応える複数タイプのリフレッシュスペース設置を説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・コンビニ、喫煙所、トイレ、当直室以外の建物内リフレッシュスペース
・各階共用部、専有部からアクセスしやすい位置（2分未満、直線距離110ｍ程度）
	

	3.室内環境質

	3.1建築物衛生法への適合状況
ｐ29

	「空気環境の調整」の基準への適合状況を説明する資料（特定建築物）
「空気環境の調整」の基準に概ね適合を示す保管記録の資料（特定建築物レベル5）
温湿度の定期的計測、継続的記録の状況を説明する資料（非特定建築物、レベル3）
温湿度が「空気環境の調整」の基準適合を示す保管記録の資料（非特定建築物レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・建築物衛生法の建築物環境衛生管理基準「空気環境の調整」への適合状況と記録保管
	

	3.2自然換気性能
ｐ31

	有効期間内のCASBEE不動産認証の評価結果
自然換気が行える窓(または機械換気設備)の設置を示す資料（レベル3以上）
自然換気有効開口面積およびその比率の計算過程が確認できる資料（レベル3以上）
外気冷房の選択により室内空気質の向上が期待できることを説明する資料（選択時のみ）

『参考』 主たる評価のポイント
・窓や換気口の設置とそれらにより十分な自然換気量を確保するための取組み
	

	3.3自然光の導入
ｐ32

	有効期間内のCASBEE不動産認証の評価結果
評価対象とした窓の位置を示し、開口面積および開口率の計算過程が確認できる資料
既日リズムへ効果的に働きかける照明システムの導入について説明する資料（＋レべル1）

『参考』 主たる評価のポイント
・開口率＝開口面積／床面積
・評価簡便化のため、代表的な居室の床面積と開口面積で評価
	

	3.4分煙対応、禁煙対応
ｐ33

	健康増進法への対応状況（屋内禁煙、敷地内禁煙等）が確認できる資料（レベル2以上)
喫煙専用室あるいは特定屋外喫煙場所を設けた場合、同法の技術基準を満たすことを確認できる資料（レベル2以上）
煙の発生源と外気取入口あるいは煙の発生源と屋外で人が滞留する場所との離隔距離が確認できる資料（レベル3）
特定屋外喫煙場所と建物および利用者動産との間の離隔距離が確認できる資料（レベル4)

『参考』 主たる評価のポイント
・関係法令等の遵守、受動喫煙を防止するための取組み
	

	4.維持管理

	4.1維持管理
ｐ34

	有効期間内のCASBEE不動産認証の評価結果
特定建築物の評価する取組みNo1～7（非特定建築物はNo1～６）のうち選択した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの評価ポイントの合計値
	

	4.2満足度調査の定期的実施等
ｐ35

	満足度調査の実施状況（実施時期、対象者など）を説明する資料（レベル3以上）
調査結果を組織的に改善する体制と具体的な取組み状況が分かる資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・具体的な取組み状況が分かる資料：議事録、稟議書など
・組織的に改善する体制が分かる資料：組織内の体制図、メンバー表
	

	4.3健康・維持増進プログラム
ｐ36

	評価する取組みNo1～8のうち選択した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）
評価する取組みNo9その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

『参考』 主たる評価のポイント
・評価する取組みの数
・ワーカーに対する健康維持・増進を意図したハード対策、ソフト対策の何れか一方でよい
	

	Qw3知的生産性向上

	1空間・内装

	1.1空間の形状・自由さ
ｐ38

	基準階や評価対象フロアの平面図、ゾーニング計画図
間仕切り壁設置の取組み状況など、採点したレベルに対する取組み状況を説明する資料

『参考』 主たる評価のポイント
・平面の形状、コア・柱の配置、間仕切り壁の設置などレイアウトの自由度
	

	1.2動線における出会いの場の創出
ｐ39

	共用部における会話のための動線上の工夫、空間を説明する資料（レベル4以上）
ビル側のコミュニケーションを誘発するイベント等の取組みを説明する資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・建物内におけるインフォーマルなコミュニケーションの誘発の取組み
	

	1.3打ち合わせスペース
ｐ40

	打合せスペースの共用部他のアクセス性に問題がない設置を確認できる資料（レベル4以上）
打合せスペースの種類毎の概要を説明する資料（レベル５）
会議予約システムを導入し、円滑な運用管理を行っていることを説明する資料（＋レベル1）

『参考』 主たる評価のポイント
・建物内（共用部）における打合せスペースの充足度
・フォーマル、インフォーマルといった条件ごとに使い分けができる種類の提供
	

	2.情報・通信

	2.1高度情報通信インフラ
ｐ41

	有効期間内のCASBEE建築認証の評価結果
OAフロア等、執務室に偏在的な電力供給と情報通信網の敷設が可能であることが分かる図面および代表的な空間の1m2あたりのコンセント容量の算出資料（レベル2以上）
通信用の配線その他の設備スペースがあることが分かる図面（レベル3以上）
サーバー設置が可能な空間のコンセント容量が分かる資料（レベル5）

『参考』 主たる評価のポイント
・1㎡当たりのコンセント容量の算出
・レイアウト変更に伴う情報機器の移動に対しての配慮
	

	

2.2情報共有インフラ
ｐ42

	評価する取組みNo1～5のうち選択した取組みを説明する資料（No　　　　　　　　）
評価する取組みNo6その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
評価する取組みNo1は、掲示板の場合はその位置・内容が確認できる資料、専用サイトの場合は日付が写るブラウザー画面のスクリーンショット等の資料
評価する取組みNo2は、窓口の開設状況、意見数、フィードバック状況を説明する資料
評価する取組みNo4は、業協会のガイドライン等を活用した基本的な対策の実施状況の有無一覧とその周知状況を説明する資料
評価する取組みNo5は、テナント組織に対する依頼文章等依頼内容を確認できる資料

『参考』 主たる評価のポイント
・ワーカーのウェルネスに資する情報の発信、共有、アクセシビリティを評価
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